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〆 パﾘ協定はどのようにして採択されたのか 一一一
2015年12.月に行われたCOP21 (気候変動枠組条約第21回締約国会議）で、画期的な国際合意、

パリ協定、が採択された。産業革命時からの気温上昇を2℃以内、できれば1.5℃以内、に抑えよ

うというものである。今世紀中に化石燃料依存からの脱却を目指している。パリ協定の意義ば、

温室効果ガスの削減を、先進国と途上国の間に差異を設けつつ、すべての国に義務づけているこ

とにある。

国際合意が成立した背景には、国際情勢の変化がある。かつてば、一方的な削減義務を先進国

に迫る途上国と削減を小さくしたい先進国、という2極化した単純な構図のもとで、利害対立が

先鋭化し、交渉はしばしば不調に終わった。しかし、中国やインドのような大量の温室効果ガス

を排出する新興国の台頭によって、途上国が多様化し、交渉のプレイヤーが増加し、複雑化して

きた。

また、脱炭素に前向きなオバマ以後が見えてこない。他方、太陽光発電のコストが、火力発電

のコストと競争的なレベルになってきた。脱化石燃料の経済合理性が見えてきた。決着のタイミ

ングという空気が強まった。

パリ合意を大きく後押ししたのは､海面上昇に…
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よって国士を失いかねない島嬢国の危機感と世界灘?瀞蕊…
的な異常気象の頻発である。大型台風･サイクロ 蕊患巽一

ン・ハリケーンの襲来、集中豪雨、大洪水、大干

毫三髪蕊鱈患慕駕轆雲鶉…
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能性が高い。 驚澱鷺爵審＝鯛
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低貝鴛讓割二重撒噸蕊鴬…蓋雫譲萱
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とっている｡一方､火力発電所建設計画が目白押…凝篤鯵轌鶴…
しである。問題は、政府力猟炭素推進に及び腰な溌霧
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ことにある｡他方､自然災害が次々とやってくる。 騨蕊

腰を据えて日本のエネルギーの未来を考えなけ

ればならない時機が、来たようである。'1蕊JV~や詞、ノーエン里唖ノ『シo アジサイ<達藤あじさいロードで）
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